
令和 5年（2023年）主な死因の構成割合

（出典：「令和5（2023年）人口動態統計（概数）」厚生労働省　2024.6.5　より作図）

たばこ 酒 運動不足 ストレス

中性脂肪 血糖 尿酸 内臓脂肪

～脳梗塞・心筋梗塞の最大の原因は動脈硬化です～

血管・動脈硬化検査
こんな方におすすめです
●血圧、コレステロール、血糖、尿酸値が高めと
　いわれたことがある
●飲酒、喫煙習慣、運動不足がある
●ストレスが多い
●お腹まわり（腹囲、内臓脂肪）が気になる
●血縁者に心筋梗塞や脳卒中になった方がいる

■心筋梗塞・脳梗塞がその多くを占める
「心疾患・脳血管疾患」による死亡は合
わせて全体の21.3％になります

悪性新生物
（腫瘍）
24.3％

その他
25.0％アルツハイマー病 1.6%

腎不全 1.9%
新型コロナウイルス感染症 2.4%

不慮の事故 2.8%
誤嚥性肺炎 3.8%

肺炎 4.8%
老衰 12.1%

■血管年齢検査 　●両手両足に血圧計を巻き血管の硬さや足の動脈の詰まりを調べ血管年齢を評価します。
■頚動脈超音波 　●超音波で直接頚動脈の壁の厚さと狭窄を調べ動脈硬化の程度を評価します。
■内臓脂肪CT 　●腹腔内の脂肪の断面積を測定して動脈硬化の原因となる内臓脂肪量を調べます。
■高感度CRP 　●動脈硬化で起こるわずかな炎症の有無を調べる血液検査です。
■LOX-index®  　●血液検査で動脈硬化を促進する蛋白物質を測定して脳梗塞・心筋梗塞の将来的な発症リスクを調べます。

●内臓脂肪が蓄積すると、高血圧・糖尿病・脂質異常症・
高尿酸血症とともに血管の動脈硬化を進行させます。

●動脈硬化は脳梗塞・心筋梗塞の発生リスクを高めま
すが、かなり進行するまで自覚症状がありません。
動脈硬化の進行は、血管年齢や頚動脈超音波検査で
具体的に知ることができます。

サラサラな血液の
健康な血管

ドロドロな血液で
動脈硬化を発症した血管

血管・動脈硬化検査のご説明

心疾患
（高血圧症を除く）

14.7％
脳血管
疾患
6.6%

オプション検査のご案内（16種）　血管・動脈硬化検査（2025.12.17）

※ 時間の表記は検査そのものにかかる時間で、前後の移動や準備、採血等の時間は含まれません。

コード 検査項目 受診可能な施設 価格（税込） 所要時間または
検査方法春日 深川 品川

PJ 01 血管年齢検査（血圧脈波検査） ● ● 4,400円　 約 10 分 

PJ 02 頚動脈超音波​​ ● ● ● 6,600円 約 10 分 

PI 01 内臓脂肪CT​ ● ● 5,500円 約 5 分 

PJ 03 動脈硬化検査（高感度CRP）セット​
（頚動脈超音波・血管年齢・高感度CRP） ● ● 9,900円 約 20 分 

PJ 04 動脈硬化検査（内臓脂肪CT）セット​
（頚動脈超音波・血管年齢・内臓脂肪CT） ● ● 12,100円 約 20 分 

PS 11 LOX-index​Ⓡ ● ● ● 15,400円 採血

-11-


